
大

坪

喜

美

雄

田

崎

　
隆

三

朝

倉

　
俊

樹

錦

戸

難

波

二
〇
二
〇
年
二
月
九
日

(

日

)

十
四
時
始

次
　
回
　
予
　
告

　
　
　
　
演
　
目
　
の
　
解
　
説

　　
能
「

翁
」
（

お
き
な
）

「

翁
」

は
特
別
な
演
目
で
、

そ
も
そ
も

は
五
番
立
て
で
あ
っ

た
一
日
の
番
組
の

一
番
最
初
に
演
ぜ
ら
れ
る
儀
式
的
な
曲

で
、

今
日
で
は
年
頭
の
初
会
の
時
や
、

舞
台
披
き
な
ど
で
舞
わ
れ
ま
す
。

露
払

い
の
千
歳
の
舞
、

翁
の
舞
、

狂
言
方
の

三

番

叟

が

舞

う
「

籾

の

段
」

「

鈴

の

段
」

と
い
う
三
部
構
成
に
な
っ

て
い
ま

す
。

翁
は
天
下
泰
平
、

国
土
安
全
を
祈

る
と
い
う
古
来
の
農
耕
儀
礼
の
伝
統
を

受
け
継
い
で
い
ま
す
。

翁
が
最
初
に
正

面
に
向
か
い
深
々
と
礼
を
し
た
り
、

舞

台
の
上
で
面
を
掛
け
た
り
、

翁
帰
り
と

言
っ

て
途
中
で
シ
テ
が
帰
っ

て
し
ま
う

な
ど
、

幾
つ
か
他
に
は
無
い
特
色
が
あ

り
ま
す
。

　
能
「

竹
生
島
　
翁
附
之
式
」
（

ち
く

ぶ
し
ま
　
お
き
な
つ
き
の
し
き
）

竹
生
島
の
弁
財
天
に
参
詣
す
る
た
め
琵

琶
湖
に
来
た
朝
臣
は
、

釣
船
に
乗
っ

た

老
翁
と
若
い
女
に
出
会
い
ま
す
。

臣
下

が
竹
生
島
ま
で
そ
の
船
に
乗
せ
て
欲
し

い

と

頼

む

と
、

最

初

は

断

ら

れ

ま

す

が
、

初
め
て
参
詣
す
る
旨
を
重
ね
て
訴

え
て
乗
船
し
ま
す
。

老
翁
の
案
内
で
弁

財
天
に
参
詣
し
た
臣
下
は
、

女
人
禁
制

の
は
ず
の
こ
の
島
に
若
い
女
が
い
る
の

を
訝
し
が
り
ま
す
が
、

女
は
神
殿
に
入

り

弁

才

天

と

な
っ

て

現

れ
、

舞

を

舞

い
、

老

翁

も

龍

神

と

な
っ

て

宝

珠

を

持
っ

て

現

れ
、

臣

下

に

そ

れ

を

さ

さ

げ
、

勇
壮
な
舞
を
舞
い
ま
す
。

 
狂
言
「

三
本
柱
」
（

さ
ん
ぼ
ん
の
は

し
ら
）

果
報
者
が
普
請
の
た
め
に
切
っ

て
お
い

た
材
木
を
三
人
の
冠
者
に
取
り
に
行
か

せ

ま

す
。

た

だ

し

一

人

一

本

で

は

な

く
、

二
本
づ
つ
担
い
で
来
る
よ
う
に
と

い
う
難
題
を
出
し
ま
す
。

三
人
が
知
恵

を
出
し
合
い
、

何
と
か
こ
の
問
題
を
解

決
し
た
の
で
果
報
者
は
大
い
に
喜
び
、

皆
で
浮
か
れ
て
帰
っ

て
行
き
ま
す
。

お

囃
子
も
入
る
め
で
た
い
狂
言
で
す
。

　
能
「

田
村
」
（

た
む
ら
）

清
水
寺
を
訪
れ
た
僧
は
箒
を
手
に
し
た

庭
は
き
の
少
年
に
出
会
い
ま
す
。

少
年

は
清
水
寺
の
縁
起
や
、

坂
上
田
村
丸
の

こ
と
を
語
り
、

僧
の
求
め
に
応
じ
て
辺

り
の
名
所
を
教
え
ま
す
。

あ
ま
り
に
詳

し
い
物
語
に
僧
が
名
を
尋
ね
る
の
で
す

が
、

は
っ

き
り
明
か
さ
ず
、

田
村
堂
の

中
に
消
え
失
せ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
夜

の
僧
の
夢
の
中
に
坂
上
田
村
丸
が
颯
爽

と
現
れ
、

清
水
観
音
に
参
詣
し
た
後
、

鈴

鹿

の

鬼

神

を

悉

く

平

定

し

た

次

第

を
、

仕
方
話
に
語
り
ま
す
。

時
代
を
古

代
に
と
っ

た
異
色
の
修
羅
能
。

金
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井
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井
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一
月
十
二
日
（
日
）

　
午
後
一
時
始

金
田
　
弘
明

髙
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祐
介

三
宅
　
近
成

笛
太
鼓

栗

林

　
祐

輔

金

春

　
國

直

野

月

　
　
聡

水
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優

和
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太

郎
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郎

亀

井

　
広

忠
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宝
 

生
　

能
　

楽
　

堂

 
 
 
 
 
 
開
場
 

十
二
時
（

正
午
）

終
演
予
定
十
七
時
二
十
分
頃

地
謡

地
謡

小
鼓

大
鼓

頭
取

三

宅

　
右

近

野

口

　
能

弘

殿

田

　
謙

吉

朝

倉

　
大

輔

大

塚

　
　
出

山

内

　
崇

生

大
鼓脇

鼓
脇
鼓東

川

　
光

夫

佐

野

　
　
登

小

倉

健

太

郎

小

林

　
晋

也

観

世

新

九

郎

髙

野

　
　
彰

辰

巳

満

次

郎

〃

ワ
キ
ツ
レ

髙

橋

　
憲

正

小

倉

伸

二

郎

〃

ワ
キ
ツ
レ

千
歳

三

宅

　
近

成

宝

生

会

 
月

並

能

後
見

後
見

金

森

　
秀

祥

髙

橋

　
　
章

ワ
キ

武

田

　
孝

史

前

田

　
尚

廣

髙

橋

　
　
亘

宝

生

　
和

英

宝

生

　
和

英

翁
附
之
式

大

友

　
　
順

一

月

面
箱梅

村

　
昌

功

宝

生

　
欣

哉

間
三

宅

　
右

矩

野

口

　
琢

弘

シ
テ

シ
テ三

本

柱

ツ
レ

16:00 15:35

〈

　
休
　
憩
　
十
　
五
　
分
　
〉

14:00 13:00

田

村

竹

生

島

翁
シ
テ

舘

田

　
善

博

ワ
キ

三
番
叟

飯

冨

　
孔

明

笛


